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牛
久
沼
今
昔　

第
一
話

牛
久
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員　
　
　

栗く
り
は
ら原　

功
い
さ
お　

　

「
地
球
の
表
面
に
岩
石
ま
た
は
地
層
が

で
き
て
以
来
、
今
日
に
至
る
ま
で
」
を
地

質
時
代
と
い
う
。

　

地
質
時
代
を
通
し
て
、
汎は
ん

世
界
的
に「
海

進
・
海
退
」現
象
が
何
回
も
繰
り
返
さ
れ

て
き
た
。

　

海
進
は
、「
陸
地
の
沈
降
ま
た
は
海
水
準

の
上
昇
に
よ
っ
て
海
岸
線
が
陸
側
へ
前
進

す
る
現
象
の
こ
と
」
で
、
こ
れ
と
は
逆
の

現
象
で「
海
岸
線
が
後
退
し
、
そ
れ
ま
で

の
海
底
が
陸
地
と
し
て
現
れ
る
こ
と
」
を

海
退
と
い
う
。

　

日
本
列
島
に
お
い
て
、
最
後
の
海
進
現

象
が
起
こ
っ
て
い
た
の
は
、
今
か
ら
お
お

よ
そ
５
０
０
０
年
前（
縄
文
時
代
前
期
）の

こ
と
で
、
気
候
の
温
暖
化
に
よ
っ
て
極
地

方
の
氷
が
溶
け
、
海
面
の
水
位
が
著
し
く

上
昇
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
水
位
は
現

在
よ
り
３
～
５
メ
ー
ト
ル
高
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
て
、
現
在
の
茨
城
・
千
葉
県
境

付
近
一
帯
は（
地
層
お
よ
び
無
数
の
貝
塚

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
）、
茨
城
県
の
北

浦
・
霞
ケ
浦
・
牛
久
沼（
太
田
沼
）
か
ら
、

千
葉
県
の
手
賀
沼
・
印
旛
沼
ま
で
、
ひ
と

つ
続
き
の
内
海（
海
跡
湖
）に
な
っ
て
い
た
。

　

そ
れ
が
お
お
よ
そ
３
０
０
０
年
前（
縄

文
時
代
中
期
）
に
海
退
現
象
、
海
面
の
下

降
が
起
こ
っ
た
。

　

香
取
の
海
は
万
葉
集（
奈
良
時
代
の
天
平

宝
字
３
年
＝
７
５
９
年
完
成
）巻
11
に
、

　

『
大
船
香
取
海
恩
慍
下
何
有
人
物
不
念

有（
大
船
の
香
取
の
海
に
碇
お
ろ
し
い
か

な
る
人
か
物
か
思
わ
ざ
ら
む
）』と
あ
る
。

　

１
０
０
０
年
前（
平
安
時
代
後
期
）
ま

で
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
延
え
ん
き
ゅ
う久

年
間

（
１
０
６
９
年
～
１
０
７
３
年
）に
完
成
し

た『
今
昔
物
語
集
巻
25
』
に『
衣き
ぬ
が
わ河

ノ
尻
、

ヤ
ガ
テ
海
ノ
如
シ
』と
あ
る
。『
衣
河
』と
は

現
在
の
鬼
怒
川（
毛け

の

が

わ

野
川
と
も
呼
ば
れ
て

い
た
）を
指
し
て
お
り
、
そ
の
鬼
怒
川
の
注

ぎ
込
む
あ
た
り
を
海
の
よ
う
で
あ
る
と
表

現
し
て
い
る
。
さ
ら
に
常ひ
た
ち
の
く
に

陸
国
と
下
し
も
う
さ
の
く
に

総
国

の
境
を
な
す
こ
の
海
を「
内
海
」
と
も「
入

海
」と
も
表
現
し
、『
此こ

ノ
海
ノ
中
に
、
浅
キ

道
ノ
有
り
ケ
ル
』と
も
記
し
て
い
る
。「
海
」

と
は
い
っ
て
も
、
所
々
に
人
の
渡
れ
る
浅

瀬
が
あ
る
よ
う
な
、
水
深
の
浅
い
内
海
で

牛
久
沼（
太
田
沼
）は

　
　

香か

と

り取
の
海（
海
跡
湖
）だ
っ
た

『
香
取
の
海
』
は
万
葉
集
な
ど
に
よ
ま
れ

る
‐
万
葉
集
は
奈
良
時
代
後
期
の
完
成
‐

あ
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
は
、
こ
の
内
海
を

香
取
の
海
と
呼
ん
で
い
た
。
が
、
本
来
、

香
取
の
海
と
は
、
内
陸
の
奥
深
く
ま
で
入い

り
込
ん
で
い
る
内
海
全
体
を
指
し
示
す
呼

称
で
は
な
く
、
下
総
国
の
香
取
郡（
現
在

の
香
取
市
お
よ
び
香
取
郡
）に
面
す
る
辺

り
を
指
し
示
す
呼
称
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

一
方
、そ
の
香
取
の
海
が
千
載
和
歌
集（
平

安
時
代
後
期
の
文
治
３
年
＝
１
１
８
７
年

完
成
）に
は
、

　

『
夏
衣
香
取
の
浦
の
う
た
た
ね
に
波
の

よ
る
よ
る
か
よ
ふ
秋
風（
藤
原
定
家
）』と
も

よ
ま
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
４
５
０
年
余
り
前

（
江
戸
時
代
直
前
）に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
牛

久
沼（
太
田
沼
）か
ら
手
賀
沼
ま
で
ひ
と
つ

続
き
に
な
っ
て
い
た
香
取
の
海
は
、
雨
期

を
除
き
、
水
深
が
さ
ら
に
浅
く
な
っ
て
い

て
、
萱か
や（

ヨ
シ
、
ス
ス
キ
、
チ
ガ
ヤ
、
カ

ル
カ
ヤ
、
ス
ゲ
の
総
称
）
が
自
生
す
る
中

州
が
点
点
と
し
、所
々
に
浅
瀬
が
あ
っ
て
、

多
数
の
小
河
道
が
蛇だ

こ

う行
し
て
い
た
。

　

香
取
の
海
の
海
跡
に
自
生
す
る
萱
に
由

来
す
る
地
名
の
萱か

や

ば場
と
下
萱
場
と
い
う
の

が
旧
藤
代
町（
現
在
の
取
手
市
）に
あ
る
。

牛
久
領
主
由
良
国
繁
が　
　

　

太
田
沼
を「
牛
久
沼
」に
改
め
る

　

牛
久
沼
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
か
は
定
か
で

な
い
が
太
田
沼
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

安
土
桃
山
時
代
の
天
正
18
年（
１
５
９
０

年
）８
月
、
豊
臣
秀
吉
に
河
内
・
筑
波
両
郡

下
合
わ
せ
て
５
４
３
５
石
の
領
地
を
菀あ
て
が行

わ
れ
た
由
良
国
繁
が
牛
久
城
に
移
っ
て
き

た
。
当
時
は
牛
久
城
と
大
田
沼
沼
内
及
び

そ
の
南
端
の
畔
の
低
地（
現
在
の
龍
ヶ
崎
市

稗ひ
え
が
ら柄

町
）は
常
陸
国
河
内
郡
城
中
村
に
帰

属
し
て
い
た
。
一
方
で
牛
久
と
い
う
地
名

に
由
来
す
る
牛
久
城
と
牛
久
宿
の
そ
の
名

は
す
で
に
広
く
天
下
に
知
れ
わ
た
っ
て
い

た
。
そ
こ
で
国
繁
が
、
呼
称
を
太
田
沼
か

ら
牛
久
沼
に
改
め
た
。
そ
れ
は
慶
長
元
年

（
１
５
９
６
年
）以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

縄文時代前期の海岸線（つくばみらい市教育委員会発行『図説伊奈のあゆみ』より転載）


